




























































































































































































で標準化係数を比較しても近似した値を示している。さらに，モデル 2の VIFの値は 2変数で 6.744
であり，両変数の多重共線性についてその疑いの目安となる 10を下回っている（５）。加えて，モデル





































大学合格率（％） 0.693 0.815 12.115＊＊＊  31.669 0.652 0.767 23.769＊＊＊ 6.744
奨学金（十億円） 0.038 0.303 4.506＊＊＊  31.500 0.031 0.245  7.597＊＊＊ 6.744
国立大学授業料（千円） －0.020 －0.111 －1.470  40.200
私立大学授業料（千円） 0.004 0.028 0.214 119.764
可処分所得（千円） －0.047 －0.016 －0.735   3.351
完全失業率（％） 0.426 0.042 1.529   5.306
男子大卒高卒給与比率 －7.930 －0.045 －0.623  36.253
定数 5.090 　 0.308 　 　 －13.090 　 －8.205＊＊＊ 　
F値 996.111 3223.539
有意確率   0.000    0.000
調整済み R²   0.996    0.996
D－W比   1.207    0.845





























大学合格率（％） 0.242 0.257 2.832＊  48.401 0.275 0.292 7.280＊＊＊  9.292
奨学金（十億円） 0.046 0.329 4.696＊＊＊  29.022 0.041 0.290 6.389＊＊＊ 11.908
国立大学授業料（千円） －0.030 －0.154 －1.603  54.133
私立大学授業料（千円） 0.031 0.195 1.282 135.821
可処分所得（千円） 0.099 0.030 1.267   3.413
完全失業率（％） －0.167 －0.015 －0.404   8.021
女子大卒高卒給与比率 －2.805 －0.008 －0.238   6.992
女子労働力率（％） 0.750 0.390 5.249＊＊＊  32.530 0.839 0.436 8.450＊＊＊ 15.406
定数 －61.644 　 －3.661＊＊ 　 －50.087 　 －10.116＊＊＊ 　
F値 735.069 1920.708
有意確率   0.000    0.000
調整済み R²   0.996    0.996
D－W比   1.634    1.058











































ないといえる。なお，統計ソフト（IBM SPSS statistics Ver.25）を用いたステップワイズ法でも，モデル 2と
同じ独立変数の組み合わせが最適なモデルとして選択された。
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